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区
会

・湘南大庭地域の人口／32，495人　・世帯数／12，687世帯（2012年7月1日現在）

社会福祉協議会（略して「社協」）は、
私たち地域住民が自主的に参加して組織
をつくり、括動に必要な資金を調達し、
お互いに役割を分担し協力して活動を行
い、地域の福祉を増進することを目的と
する民間団体です。
私たちの社協を私たちの手で協力して
育み、湘南大庭地区を福祉のゆきとどい
た地域にしようではありませんか。

事務局／湘南大庭市民センター電話（87）1111

ご頓知ですか地区社会福祉協尊台′品＼
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◆
会
長
あ
い
さ
つ
◆

湘
南
大
庭
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
川
原
田
　
武

こ
の
度
、
湘

南
大
庭
地
区
社

会
福
祉
協
議
会

会
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
川

原
田
武
で
す
。

湘
南
大
庭
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　
（
以

下
　
「
地
区
社
協
」
　
と
す
る
。
）
　
は
民
生
委

員
児
童
委
員
部
会
、
青
少
年
対
策
部
会
、

高
齢
者
福
祉
部
会
、
生
活
改
善
部
会
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
、
広
報
部
会
の
6
部
会

を
構
成
し
、
地
域
諸
団
体
と
の
密
接
な
連

携
を
保
ち
な
が
ら
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
間
、
地
域
の
皆
様
に
は
、

常
日
頃
よ
り
地
区
社
協
の
事
業
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
自
然
景
観
、
歴
史
的
文
化
遺

産
、
こ
れ
が
私
た
ち
の
ま
ち
湘
南
大
庭
で

す
。
地
域
に
根
ざ
し
た
人
と
人
と
の
秤
が

今
ま
で
以
上
に
強
ま
れ
ば
、
あ
る
べ
き
姿

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
地
域
住
民
か
ら
直

接
多
種
多
様
な
要
望
・
。
提
案
が
な
さ
れ
て

く
れ
ば
、
将
来
地
区
社
協
は
リ
ー
ダ
ー
的

役
割
で
は
な
く
、
調
整
役
的
な
立
場
に

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

地
区
社
協
で
は
、
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、

支
え
合
い
」
　
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
様
々
な
事

業
を
実
施
・
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
恵

ま
れ
た
地
に
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
深

め
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
心
の
故

郷
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
部
会
紹
介
◆

☆
生
活
改
善
部
会
部
会
長
　
田
村
　
守
孝

◎
活
動
日
的

高
齢
化
社
会
を
む
か
え
、
ま
た
医
療
費

の
削
減
の
な
か
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
自
身

の
病
気
予
防
、
健
康
の
維
持
、
改
善
を
い

か
に
し
て
い
く
か
、
そ
の
一
部
で
も
補
え

る
よ
う
に
し
て
い
く
の
が
目
的
で
す
。

◎
活
動
内
容

①
　
具
体
的
に
は
、
介
護
の
お
世
話
に
な

ら
な
い
よ
う
、
5
0
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
「
介
護
予
防
教
室
」
　
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
口
腔
ケ
ア
・
ス
ト

レ
ッ
チ
・
シ
ニ
ア
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス
・

シ
ニ
ア
ヨ
ガ
で
す
。
初
め
て
の
方
も
お

り
、
日
常
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

②
家
族
に
介
護
の
お
世
話
を
し
た
り
、

ま
た
お
世
話
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く

な
り
そ
う
な
方
を
対
象
に
、
「
介
護
セ

ミ
ナ
ー
」
　
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
内
容

は
、
介
護
の
基
礎
技
術
の
習
得
で
す
。

シ
ー
ツ
や
お
む
つ
の
交
換
・
車
椅
子
の

操
作
方
法
・
介
護
施
設
で
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
お
手
伝
い
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
の
習
得
・
保
護

具
を
つ
け
た
老
人
擬
似
体
験
等
で
す
。

③
健
康
・
病
気
に
関
す
る
講
演
会
を
実

）

施
し
て
い
ま
す
。
「
認
知
症
」
・
「
う
つ

病
」
二
生
活
習
慣
病
」
　
等
な
ぜ
発
生
す

る
か
、
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
の
対
応
、

ま
た
な
ら
な
い
た
め
の
生
活
改
善
方

法
、
家
族
の
接
し
方
を
中
心
に
講
演
を

し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

◎
こ
れ
か
ら

今
後
ど
ん
ど
ん
増
加
す
る
医
療
費
に
対

し
、
終
末
医
療
は
病
院
で
は
な
く
自
宅
で

過
ご
す
場
合
が
多
く
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
介
護
の
充
実
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
我
々
少
し
で
も
介
護
の
世
話
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
部
会
事
業
が
そ
の
一
助
に
も
な
れ
ば

と
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会

部
会
長
　
内
藤
　
惇
之

◎
活
動
日
的

ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
が
高
齢
社
会
に
入
り
、

）

い
ろ
い
ろ
な
福
祉
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
る
中

で
、
平
成
2
0
年
日
月
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
セ
ン
タ
ー
「
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
・
ジ
ョ

ワ
」
　
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
会
は
、
ジ
ョ
ワ
設
立
と
同
時
に
高
齢

者
部
会
か
ら
分
離
さ
れ
、
ジ
ョ
ワ
活
動
の

指
導
、
進
行
管
理
等
を
行
う
こ
と
が
活
動

日
的
と
な
り
ま
し
た
。

◎
活
動
内
容

①
　
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
・
ジ
ョ
ワ
の
指
導
、

進
行
管
理

日
常
行
わ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
毎
月
2
回
開
か
れ
て
い
る
ジ
ョ

ワ
事
務
局
会
議
等
の
報
告
を
も
と
に
、

住
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
活
動
団
体
と

し
て
の
機
能
が
果
た
さ
れ
る
か
の
視
点

か
ら
指
導
、
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す。
②
　
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
∴
ジ
ョ
ワ
活
動
の
P

R
活
動
毎
月
1
回
開
催
さ
れ
る
　
「
ジ
ョ
ワ
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
　
を
は
じ
め
多
く
の
機

会
を
捉
え
、
ジ
ョ
ワ
活
動
の
P
R
を
行

う
と
と
も
に
、
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
の
作

成
等
を
行
い
ジ
ョ
ワ
活
動
の
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
、
ラ
イ
フ
タ
ウ

ン
∴
ン
ヨ
ワ
合
同
視
察
研
修
会
の
開
催

先
進
他
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

等
の
視
察
研
修
を
行
い
、
部
会
員
、
ジ
ョ

ワ
支
援
会
員
の
交
流
、
意
見
交
換
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。
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◎
こ
れ
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
発
足
4
年
目
に
入

り
、
今
年
か
ら
部
会
員
に
自
治
会
理
事
が

4
名
加
わ
っ
た
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
、

ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
・
ジ
ョ
ワ
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
自
治
会
、
住
民
の
視
点
を
重
視
し
、

運
営
さ
れ
発
展
す
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

☆
高
齢
者
福
祉
部
会

部
会
長
　
川
村
　
哲

◎
活
動
日
的

高
齢
者
福
祉
部
会
で
は
、
主
に
6
0
歳
以

上
の
方
々
を
対
象
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
事
業
支
援
や
高
齢
者
が
楽
し
く

生
き
甲
斐
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
出

会
い
、
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
少
し
で
も
お

役
に
立
つ
こ
と
を
活
動
の
目
的
と
し
て
い

ます。
◎
活
動
内
容

①
　
地
区
敬
老
会
の
企
画
運
営

藤
沢
市
と
の
共
催
で
行
う
地
区
敬
老

会
〔
9
月
8
日
へ
土
）
〕
　
は
、
8
0
歳
以

上
の
方
々
を
ご
招
待
し
て
行
い
ま
す
。

第
一
部
の
お
祝
い
の
式
典
と
湘
南
大
庭

公
民
館
で
活
動
す
る
地
域
団
体
の
演
芸

等
の
二
部
構
成
で
お
楽
し
み
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

②
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
の
企
画
運
営

6
0
歳
以
上
の
方
々
を
対
象
に
、
出
会

い
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
例
年
6
月
に

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
会
場

）

等
の
都
合
で
、
日
月
2
5
日
　
（
日
）
　
に
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら

は
参
加
自
由
で
、
地
域
団
体
の
洋
楽
の

演
芸
等
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

実
施
す
る
予
定
で
す
。

③
新
規
事
業
の
検
討

ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
ラ
イ
フ
タ

ウ
ン
で
、
高
齢
化
や
定
年
退
職
さ
れ
た

方
々
が
気
軽
に
地
域
参
加
・
仲
間
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
新
規
事
業
を
現

在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◎
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
高
齢
化
が
高
ま
る
と
い
わ
れ

て
い
る
湘
南
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
で
す
。
高
齢

者
が
楽
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
こ
と

が
よ
り
良
い
街
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
の

思
い
を
も
っ
て
、
私
た
ち
の
事
業
が
、
高

齢
者
の
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
の
機
会
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
活
動
し
て

ま
い
り
ま

す
。
事
業

へ
の
ご
理

解
と
皆
様

の
ご
参
加

を
お
待
ち

し
て
お
り

ます。

）

☆
民
生
委
員
児
童
委
員
部
会

部
会
長
　
白
井
　
嘉
充

◎
活
動
日
的

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
委
嘱
を
受
け
た
、
身
近
な
福
祉
相
談

役
で
す
。
地
域
住
民
の
相
談
に
乗
り
、
福

祉
情
報
を
提
供
す
る
ほ
か
、
行
政
や
関
係

機
関
と
協
力
し
、
介
護
や
子
育
て
な
ど
で

支
援
が
必
要
な
家
庭
と
行
政
等
の
仲
立
ち

を
し
て
い
ま
す
。

◎
活
動
内
容

①
子
育
て
の
悩
み
や
親
の
介
護
に
つ
い

て
の
相
談
な
ど
、
生
活
上
の
様
々
な
相

談
に
乗
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
全
体
に

そ
れ
と
な
く
気
を
配
り
、
異
変
の
察
知

に
努
め
ま
す
。

②
市
役
所
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

等
に
相
談
に
行
く
と
き
の
パ
イ
プ
役
に

な
っ
た
り
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
窓
口

に
な
っ
た
り
と
、
問
題
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

③
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
大
庭
公

民
館
と
共
催
で
子
育
て
さ
ろ
ん
　
「
ぴ
よ

ぴ
よ
広
場
」
　
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
未

就
学
園
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

毎
月
第
3
火
曜
日
の
午
前
9
時
半
か
ら

1
2
時
ま
で
湘
南
大
庭
市
民
セ
ン
タ
ー
の

子
ど
も
室
、
和
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
こ
れ
か
ら

湘
南
大
庭
は
、
快
適
で
住
み
や
す
い
街

に
発
展
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方

で
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
伴
い
、
民

生
委
員
児
童
委
員
と
住
民
の
皆
様
と
の
か

か
わ
り
は
、
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
「
湘
南
大
庭
を
住
み
よ
い

街
に
し
よ
う
！
」
　
と
す
る
地
域
福
祉
の
推

進
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
の
皆
様
か
ら
一

層
信
頼
さ
れ
る
存
在
と
な
る
よ
う
、
日
々

努
力
し
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

☆
青
少
年
対
策
部
会

部
会
長
　
山
野
遽
　
国
雄

◎
活
動
日
的

青
少
年
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
に
、

実
働
団
体
と
し
て
活
動
す
る
湘
南
大
庭
地

区
青
少
年
育
成
協
力
会
を
支
援
し
、
か
つ
、

同
協
力
会
の
事
業
に
協
力
す
る
こ
と
を
主

目
的
と
し
つ
つ
、
部
会
独
自
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◎
活
動
内
容

①
湘
南
大
庭
地
区
青
少
年
育
成
協
力
会

の
活
動
に
全
面
的
に
協
力
し
ま
す
。

②
小
学
校
に
お
け
る
学
校
給
食
の
実
態

を
知
り
、
給
食
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い

る
食
青
を
垣
間
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
部

会
委
員
の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
に
年

2
回
の
学
校
給
食
試
食
会
を
開
催
し
ま
す
。
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ふ盤上∴∴悠‘

山川石中
崎村井塚

③
部
会
活
動
に
資
す
る
た
め
に
、
学
校

教
育
、
生
徒
児
童
の
学
校
生
活
、
学
校

と
地
域
と
の
関
係
等
を
知
る
機
会
と
し

て
、
地
区
内
学
校
長
と
の
意
見
交
換
会

の
開
催
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

◎
こ
れ
か
ら

高
齢
化
が
加
速
す
る
湘
南
大
庭
地
区
に

あ
っ
て
、
高
齢
者
の
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
を

青
少
年
育
成
に
生
か
す
仕
組
み
作
り
、
自

治
会
・
町
内
会
地
区

に
居
住
す
る
青
少
年

に
密
着
し
た
事
業
の

在
り
方
を
模
索
し
て

い
く
こ
と
が
、
こ
の

部
会
の
課
題
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

☆
広
報
部
会
部
会
長
　
横
井
　
博
和

◎
活
動
日
的

地
区
社
協
の
持
つ
理
念
や
使
命
を
始

め
、
実
施
す
る
事
業
内
容
を
　
「
福
祉
の
た

よ
り
」
　
を
介
し
て
地
区
住
民
の
皆
様
に
お

知
ら
せ
す
る
目
的
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
特
集
を
企
画
し
て
福
祉
・
介
護
・

健
康
等
に
関
す
る
記
事
を
取
り
上
げ
て

様
々
な
情
報
を
発
信
・
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
安
心
で
安
全
な
社
会
づ
く
り

の
一
端
を
担
っ
て
い
く
こ
と
も
そ
の
目
的

の
ひ
と
つ
で
す
。

◎
活
動
内
容

主
な
事
業
は
前
述
の
広
報
紙
　
「
福
祉
の

た
よ
り
」
　
の
発
行
で
す
。
3
月
、
8
月
、

1
2
月
の
定
期
発
行
分
（
地
区
内
全
戸
配
布
）

と
ニ
ュ
ー
ス
性
を
重
視
し
た
臨
時
号
　
（
地

区
内
回
覧
）
　
を
随
時
発
行
し
て
い
ま
す
。

毎
号
部
会
員
達
で
発
行
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
特
集
記
事
の
検
討
・
決
定
を

し
ま
す
。
そ
の
後
、
具
体
的
な
紙
面
の
構

成
や
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
決
定
し
、
そ

れ
に
沿
っ
た
資
料
収
集
、
取
材
方
法
、
記

事
原
稿
の
作
成
、
関
係
者
の
掲
載
承
諾
確

認
の
作
業
等
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
校

正
、
編
集
を
加
え
て
紙
面
を
完
成
さ
せ
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
印
刷
後
納
品
さ
れ
た

も
の
は
、
各
自
治
会
・
町
内
会
あ
て
に
仕

分
け
を
し
た
後
に
、
4
7
自
治
会
に
配
送
さ

れ
て
各
戸
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

◎
こ
れ
か
ら

今
後
も
部
会
貞
全
員
で
、
よ
り
読
み
や

す
く
親
し
み
や
す
い
紙
面
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら

の
忌
博
の
な
い
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

★
平
成
2
4
年
度

社
会
福
祉
協
議
会
定
期
総
会

5
月
1
9
日
　
（
土
）
　
午
前
1
0
時
よ
り
湘
南

大
庭
市
民
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
α

理
事
及
び
評
議
員
9
4
名
が
出
席
し
、
次
の

議
案
が
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
平
成
2
3
年
度
事
業
報
告

②
平
成
2
3
年
度
収
入
支
出
決
算
の
認
定
及

び
監
査
報
告

－
）

③
平
成
2
4
年
度
事
業
計
画

④
平
成
2
4
年
度
収
入
支
出
予
算
書

⑤
役
員
・
理
事
の
選
出

⑥
社
会
福
祉
基
金
の
増
額

★
平
成
2
4
年
度
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

会
　
長
　
川
原
田
　
武

副
会
長
　
南
　
英
毅

を
満
喫
し
た
よ
う
で
す
。
竹
細
工
や
ロ
ウ

ソ
ク
な
ど
、
作
品
を
大
事
そ
う
に
抱
え
て

帰
る
姿
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

お
そ
ろ
い
の
青
い
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
ス

森

会
計
長
　
竹
中

監
　
事
　
小
澤
田
中

も
と
江
伸
寛
悦
子
朗

タ
ツ
フ
が
、

の
中
に
は
、

し
楽
し
ん
で

い
た
、
現
在

中
学
生
高
校

生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら

子
ど
も
達
の
お
手
伝
い
。
そ

か
つ
て
小
学
校
時
代
に
参
加

常
任
理
事

川
口
　
富
作

山
野
遽
　
国
雄

新
藤
　
祐
平

端
山
　
正
明

内
藤
　
博
之

大
滝
　
志
津
子

五
十
嵐
　
美
代
子

田
村
　
守
孝

白
井
櫻
井
高
須
古
田

千
恵
子

巌哲利
門
嘉
允
恵
子
喜
代
美

真
里

に
。
頼
も
し

い
限
り
で
す
。

（K．K）

櫻
井
　
博
和
　
　
　
（
敬
称
略
）

任
期
は
2
年
で
す
。

理
事
1
1
9
名
、
評
議
員
3
1
名
の
合
計
1
5
0
名
で
運
営
さ
れ
ま
す
。

★
青
少
協
事
業
子
ど
も
ま
つ
り

去
年
も
一
昨
年
も
、
毎
年
参
加
。

リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
い
子
ど
も
ま
つ
り

例
年
よ
り
約
1
0
0
名
多
い
4
1
8
名

の
参
加
で
開
始
。

水
筒
や
体
育
館
ば
き
、
文
具
な
ど
で
ふ

く
ら
ん
だ
リ
ュ
ッ
ク
を
背
に
、
曇
天
寒
空

な
ん
の
そ
の
。
お
な
じ
み
の
か
き
氷
・
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
に
舌
鼓
を
打
ち
、
夏
休
み
初
日

）

★
公
園
体
操

昨
年
ご
紹
介
し
ま
し
た
公
園
体
操
も
今

で
は
3
0
人
近
い
仲
間
に
増
え
て
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
方
々
は
健
康
に
対
す
る
関

心
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
お
互
い
の
情
報
交

換
と
共
に
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講

座
等
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
明
る
い
笑
顔
と

お
し
ゃ
べ
り
に
支
え
ら
れ
交
流
の
輪
も
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

雨
天
を
除
い
て
年
中
無
休
　
二
番
構
公

園
体
操
、
毎
週
月
曜
日
午
前
1
0
時
か
ら
の

1
5
分
間
で
す
。
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
F
．
Y
）

★
新
規
賛
助
会
員
★

湘
南
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
郵
便
局
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健康維持のため、歩くことはとても重要な運動です。
湘南大庭を歩き、魅力を再発見してみましょう！

この掲載では湘南大庭の旧跡、名所を紹介していきます。ご期待下さい日

社殿側面から鳥居を見通す

l 声∴ 巨． �ji �ヤ チ ‘・速誓 ▼〉 �I t＋I �駁」眉 ：ニ｝i‾・● ．一七 一一一r＝一二二＝ ■ノ■∴一 戸声．■ �；デ’「一丁√‾二二∵コ’ 一章話rJ 一．■；′－ ≡媚．巨婆十 �…を 済一＝ J I �：■‡‾・苧 

一℃やヾヤー．一・・t四 

‾醍 � �‘′小糸川に沿う路上から見る社殿の後方から東側面。 ����l ヽ �阜 十 ＿壇上！ 

結構高所にあり、旧参革88段の石段がしのばれる。 

－．＝＿蒜1 �■l　＿▲　こ▲⊥ � �所在地　藤沢市大庭5244－6 

社　殿　社殿は平成13年に現位置に新築

高い山を切り下げて現境内を得た

祭　神　天照大神

大神宮さまと親しみ呼ばれる

祭礼日　4月17日

開発前は樹木にかこまれた山中にあり、88段の石段を
上って拝殿に到りました。

祭礼日には田舎芝居が催され参道を覆う山桜がにおい立
つ春祭りでした。

しかし、芝居もなくなって久しく、環境も激変し、思い

出も遠のくばかりですが、祭礼日には当番の行司が準備
し、神主さんによる神事が今も行われています。

また、ボランティア活動が今も継続され、生い茂る雑草

は刈払機で近隣の篤志家が刈り取り、駐車場や前の公道
の木の葉は、掃き取られ、母親クラブが11月の七五三

に間に合うように境内の清掃をしています。

◇歴史的背景は境内の記念碑文をお読みください。

○次回は市来杵島神社・熊野神社をご案内います。
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支援 会員 �利用会員 
（累計 

登録会員） 

男性 �35 �4（33） 

女性 �23 �24（74） 

合計 �58 �28（107） 

石　内　川

井藤原
田

惇
巌之武

助け合いの輪を広げて計春せんか？

ボランティア募集
訴気軽に手指局へ訴電話くだ±い

う年度まだ継続登録されていないボランティア
の方は、事務局まで年会費（￥300）を添えて継
続手続をお願い致します

福祉ボランティア活動センター

ライフタウン・ジョウ
〒251－0861藤沢市大庭506一卜2イオン藤沢店3階

電話＆FAX．0466－86－1084

Eメール：1ifetown－jovva＠shonanfujisawa．com

平
成
二
十
四
年
度

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

平
成
二
十
四
年
度
の
ラ
イ
フ
タ
ウ

ン
・
ジ
ョ
ワ
の
全
体
会
が
六
月
二
日

（
土
）
　
午
後
一
時
か
ら
、
湘
南
大
庭

市
民
セ
ン
タ
ー
一
階
小
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
今
年
度
の
事
業
計
画
と
規

約
改
正
が
審
議
さ
れ
て
、
新
役
員
と

と
も
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
事
業
計
画

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
活
動

・
高
齢
者
等
の
日
常
生
活
上
の
困

り
ご
と
へ
の
手
助
け

・
生
き
が
い
づ
く
り
支
援

・
ジ
ョ
ワ
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
運

営
支
援
会
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
等
へ

の
参
加
支
援

・
先
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
へ

の
視
察
研
修
会
実
施

・
講
演
会
の
開
催

他
団
体
と
の
連
携
、
交
流
事
業

・
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
と
の
連
携

・
湘
南
大
庭
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携

・
市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

等
と
の
交
流
、
情
報
交
換

ジ
ョ
ワ
活
動
の
P
R

・
福
祉
の
た
よ
り
各
号
に
「
ジ
ョ

ワ
活
動
」
　
を
掲
載

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

・
湘
南
大
庭
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に

P
R
パ
ネ
ル
出
展

・
ジ
ョ
ワ
P
R
チ
ラ
シ
の
配
布

二
∴
ン
ヨ
ワ
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

開
催
日
程
（
8
月
以
降
）

八
月
二
十
三
日

九
月
二
十
七
日

十
月
二
十
五
日

十
一
月
二
十
二
日

十
二
月
二
十
七
日

一
月
二
十
四
日

二
月
二
十
八
日

三
月
二
十
八
日

四
月
二
十
五
日

毎
月
第
四
木
曜
日

午
前
十
時
～
正
午

イ
オ
ン
藤
沢
店
三
階

文
化
教
室
に
て
開
催

三
∴
ソ
ヨ
ワ
事
務
局
役
員
の
選
出

（
平
成
二
十
四
年
～
二
十
五
年
度
）

活
動
セ
ン
タ
ー
長
（
湘
南
大
庭
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が
兼
務
）

四
．
平
成
二
十
四
年
度
会
員
登
録

人
員
構
成
内
訳

事
務
局
長

事
務
局
次
長

′　）



福祉のたより59号（7）

講
演
会
開
催

「
肺
が
ん
の
お
話
」

ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
・
ジ
ョ
ワ
全
体
会
の
第

一
部
と
し
て
、
茅
ヶ
崎
徳
洲
会
総
合

病
院
　
院
長
代
行
　
渡
部
　
和
巨
先
生

の
「
肺
が
ん
の
お
話
」
を
お
聞
き
し
ま
し

た。
肺
が
ん
は
、
一
九
九
四
年
以
来
が
ん

死
亡
率
第
一
位
、
年
間
約
七
万
人
が

亡
く
な
ら
れ
る
病
気
で
あ
り
、
男
性
は

が
ん
死
亡
者
の
二
十
五
％
、
女
性
は

十
七
％
を
し
め
て
い
る
。

〕

早
期
発
見
（
2
c
m
以
内
）
な
ら
治
癒

す
る
可
能
性
が
高
い
が
、
毎
日
タ
バ
コ

を
吸
う
人
は
吸
わ
な
い
人
の
男
性
二

十
二
倍
、
女
性
十
二
倍
の
死
亡
リ
ス
ク

が
あ
る
。
ま
た
、
が
ん
患
者
は
六
十
歳

以
上
が
多
く
（
十
万
人
中
九
九
・
八

人
）
老
化
病
で
も
あ
る
、
な
ど
有
意
義

な
内
容
で
し
た
。

片
瀬
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
ジ
ョ
ワ
を
視
察

平
成
二
十
四
年
六
月
六
日
（
水
）

に
、
片
瀬
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

十
五
名
の
皆
さ
ん
が
ジ
ョ
ワ
を
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。
イ
オ
ン
藤
沢
店
三
階
の

ジ
ョ
ワ
事
務
所
を
見
学
し
た
後
、
同
フ

ロ
ア
の
文
化
教
室
で
ジ
ョ
ワ
の
活
動
概

要
説
明
を
受
け
た
後
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

多
く
出
さ
れ
た
意
見
は
、
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
の
運
営
方
法
や
参
加
者
数
、
話

し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
対
応
方
法
な

ど
で
し
た
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
の
住
民
へ
の

周
知
方
法
に
も
質
問
が
出
さ
れ
、
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
の
広
報
紙
「
福

〕

祉
の
た
よ
り
」
（
全
世
帯
配
布
）
へ
の
掲

載
、
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
へ
の
周
知
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
更
新
な
ど
を
通
じ
て
住
民
周

知
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し

た。
片
瀬
地
区
に
お
い
て
も
、
近
い
う
ち

に
お
年
寄
り
を
対
象
と
し
た
サ
ロ
ン

を
、
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

藤
沢
愛
光
園
へ
の

絵
手
紙
支
援

大
庭
地
区
に
開
設
さ
れ
た
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
藤
沢
愛
光
園
」
か
ら

の
要
請
を
受
け
、
絵
手
紙
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

入
所
者
で
希
望
す
る
方
に
利
用
会

員
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
五
月
か
ら

毎
月
一
回
、
ホ
ー
ム
の
デ
イ
ル
ー
ム
に

集
ま
っ
て
描
い
て
い
ま
す
。

認
知
症
や
身
体
の
不
自
由
な
方
も
お

ら
れ
ま
す
が
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
い
っ
し

ょ
に
参
加
し
て
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
楽

し
そ
う
に
一
生
懸
命
描
き
、
完
成
す
る

と
大
事
に
持
ち
帰
ら
れ
ま
す
。

ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
・
ジ
ョ
ワ
と
し
て
は

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
へ
の
支
援
と
い
う

こ
と
で
、
し
ば
ら
く
続
け
て
い
く
予
定
で

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
改
訂

ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
・
ジ
ョ
ワ
を
紹
介
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
、
見
直
し
改
定
版
が
で

き
ま
し
た
。
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
、
事

務
局
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は

ご
請
求
く
だ
さ
い
。



（8）福祉のたより59号

平成24年度社会福祉協議会主要事業

5月・理事会、定期総会の開催
・日本赤十字社員増強運動

7月・地区内学校長との情報交換会
8月・福祉のたより59号発行
－9月・地区敬老会（8日）

・介護予防教室（全4回）
・前期視察研修会

10月・福祉バザー（27・28日）
・赤い羽根共同募金運動

11月・ふれあいフェスタ（25日）
・介護セミナー（全6回）
・福祉施設、団体との懇談会
・バザー収益からの寄付金贈呈

12月・年末たすけあい共同募金運動
・福祉のたより60号発行

1月・新春のつどいに参加（12日）
・賛助会員募集

2月・地区内学校長との情報交換会
3月・後期視察研修会
・福祉のたより61号発行
・新入学児童への祝い品贈呈

年間を通じて
・「ライフタウン・ジョワ」の運営
・常任理事会・各部会の開催
・地域団体との共催事業等への協力及び支援

叫ゝ＿／

理副部
事部会
会長
長

浅畠山福服井栗田境中山櫻
野山口嶋部上田中　村崎井

眞友武泰雅茂芳朗綿芳利博
理一子子夫樹子　子雄門和

規
堀汐富渡約
口谷永遠理

事

♪－曾－ふ－甘－JLl●●－ふ－曾－

Jゝ－甘－ふ－甘－JL－曾－ふ－曾

☆
日
赤
社
資
募
集
の
結
果
　
　
☆
今
後
の
主
な
事
業
予
定

共
同
募
金
の
予
告

5
月
1
日
か
ら
飢
日
ま
で
　
「
日
赤
社
員

増
強
運
動
」
　
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
、
湘

南
大
庭
地
区
で
も
多
く
の
浄
財
が
集
め
ら

れ
ま
し
た
。
（
1
，
6
0
1
，
7
8
2
円
）

皆
様
の
ご
協
力
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
1
0
月
に
は
　
「
赤
い
羽
根
」
　
1
2
月

に
は
　
「
年
末
た
す
け
あ
い
」
　
の
両
共
同
募

金
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
8
月
2
8
日
（
火
）

地
区
防
犯
協
会
、
青
少
年
育
成
協
力
会

と
共
催
で
実
施
。
地
区
内
4
小
学
校
を
拠

点
と
し
、
公
園
等
を
青
色
回
転
灯
装
備
車

5
台
と
巡
回
に
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

地
区
内
の
防
犯
意
識
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
昨
年
度
は
1
5
4
名
に
よ
り
実
施
し

ま
し
た
。

◎
地
区
敬
老
会

9
月
8
日
（
土
）

8
0
歳
以
上
の
地
区
内
在
住
者
が
対
象
。

地
区
担
当
の
民
生
委
員
さ
ん
が
各
個
人
に

出
席
を
確
認
い
た
し
ま
す
。
昨
年
度
は
2

0
3
名
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

◎
介
護
予
防
教
室

9
月
1
4
日
　
（
金
）
～
1
0
月
5
日
　
（
金
）

5
0
歳
以
上
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
介
護
の
お

世
話
に
な
ら
な
い
た
め
の
健
康
づ
く
り
と

し
て
、
シ
ニ
ア
ヨ
ガ
や
シ
ニ
ア
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
を
含
む
講
座
を
毎
週
金
曜
日
に
全

4
回
コ
ー
ス
で
実
施
し
ま
す
。

◎
福
祉
バ
ザ
ー10

月
2
7
日
　
（
土
）
・
2
8
日
　
（
日
）

当
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
地
区
内
福
祉
関

係
施
設
・
団
体
へ
の
寄
付
金
や
、
寝
た
き

り
高
齢
者
・
在
宅
重
度
降
が
い
者
の
方
々

に
贈
呈
す
る
見
舞
品
の
原
資
、
事
業
活
動

費
に
充
当
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
本

年
も
寄
贈
品
の
提
供
と
お
買
い
上
げ
に
ご

協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ日
月
2
5
日
（
日
）

6
0
歳
以
上
の
地
区
内
在
住
者
が
対
象
。

高
齢
者
の
　
「
出
会
い
」
　
「
ふ
れ
あ
い
」
　
「
さ

さ
え
あ
い
」
　
を
基
本
理
念
に
、
洋
楽
中
心

の
演
芸
を
実
施
い
た
し
ま
す
。、

）

※
今
年
度
の
広
報
部
会
員
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
常
任
理
事
）

（
常
任
理
事
）

（
さ
つ
き
）

（南原）
（
羽
根
沢
第
三
）

（
湘
南
西
部
）

（
コ
ー
ポ
城
山
）

（
小
糸
団
地
）

（
民
児
協
）

（民児協）

（民児協）

（民児協）

コ
ト
子
　
　
三
浦
　
留
美
子

宏

子

　

　

　

功

力

　

恵

子

美
樹
子
　
　
育
津
　
久
夫

浜
雄

・
¶
1
4
－
か
1
鴫
－
さ
1
疇
－
さ
1
ヰ
ー
か
－
喀
－
か
－
ヾ
－
わ
ー
ヾ
1
か
－
ヰ
・

－
あ
と
が
き
－

本
号
は
、
私
た
ち
湘
南
大
庭
社
会

福
祉
協
議
会
の
組
織
、
運
営
内
容
等

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
本
紙
を
お
読

み
頂
き
、
本
協
会
の
活
動
に
ご
理
解
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。
又
、
新
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
「
湘
南

大
庭
ぶ
ら
り
散
歩
」
　
の
連
載
を
始
め

ま
し
た
の
で
お
楽
し
み
下
さ
い
。
（
や
）


